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いち早く
 感染症の情報をゲットしよう！

感染症のリスクはいつも身近に存在しています。
2024年も新型コロナウイルス感染症は流行を繰り返し、手足口病やマイコプラズマ肺炎が猛威を振るいました。

今回は、「感染症の流行状況」を発信している国や地方自治体等のウェブサイト・メールマガジンに関する情報をご紹介します。

URLをクリックもしくは二次元バーコードでアクセスできます

※過去の流行に基づいて作成しています。 流行時期は、年によって大きく変わることがありますので、最新の情報をご確認ください。

季節ごとに流行する主な感染症
感染症は流行する季節がある程度決まっています。

流行は毎年繰り返されるため、流行する季節を知っておくと予防や対策に役立ちます。
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https://www.niid.go.jp/niid/ja/

国立感染症研究所
全国の感染症の流行情報が集められ、1週間単位
で更新され、情報が発信されています。

NHK

https://www3.nhk.or.jp/news/

special/infection/dashboard/

地方自治体の感染症情報
各都道府県や市から情報が発信されています。

『ご自分の自治体名』 『感染症』 『情報』と
入れて検索してみましょう！

横浜市　感染症　情報 検索

厚生労働省 感染症エクスプレス
登録すると、感染症に関するメールマガジンを受信
できます。

http://kansenshomerumaga.mhlw.go.jp/

メルマガ登録は
こちらから

厚生労働省検疫所 FORTH
海外旅行を計画されている方はFORTHから情報
を得ることができます。

https://www.forth.go.jp/index.html

東京都の例

大阪府の例

NHKのサイトでは、20種類の
感染症の流行状況が分かりやすく

まとめられていますよC
HE

CK！

参考

あなたの地域は
大丈夫？

2021年以降は春から初夏にかけて増加
するようになり、夏にピークがみられています
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になる衛生管理安心を育てよう！実
身

自然災害時には、停電や断水などの影響で通常の衛生管理が難しいことに加え、
避難所生活でのストレスもあり、感染症の発症リスクが高まります。

これらのリスクを最小限に抑えるための適切な対応とアイテムについて解説します。

避難所での衛生管理～感染症から身を守る為に～

定期的に防災備蓄品や
設備の見直しを行いましょう。

洗浄剤・除菌剤の選定でお困りの際は
弊社までご相談下さい。

豊富なラインナップからご提案いたします！

仕切りを設置する
段ボールやテントを活用し、個人や
家族単位で適切な距離を保ちましょう。

マスクを着用する
高齢者や重症化リスクが高い人への感染
を防ぐため、マスク着用を徹底しましょう。

感染者を隔離する
感染症に罹患した、もしくは疑わしい人は、
居住スペース等を別々にしましょう。
※ケアを行えるよう、体温計、個人保護具（マスク、手袋、ガウン・エプ
ロン、ゴーグル・フェイスシールドなど）も用意しておきましょう。

 ゾーニング
手を清潔に保つ
食事前や調理前、トイレ使用後などには
必ず行いましょう。

水が使えないことを想定する
ウェットティッシュやアルコールを
含んだ手指消毒剤を活用しましょう。

使い捨て手袋を活用する
調理や介護の際の手指衛生に有効です。
水や手指消毒剤がない場合にも
活用できます。

 手指衛生

換気を徹底する
換気設備等を使いながら、
窓やドアを開けて、対角線上に
空気の通り道を作りましょう。

こまめな清掃・除菌を行う
特にドアノブや手すりなどのコンタクト
ポイントは重点的に行いましょう。 

多機能・希釈不要な
除菌剤・洗浄剤を活用する
嘔吐物や汚物の処理に有効な塩素系漂白
剤の備蓄は必須です。様々な機能を備え
た高機能クリーナーや断水時でもすぐに
使える希釈不要タイプが便利です。

 環境衛生
専用スリッパの履き替えを
徹底する
トイレ内の汚染を居住スペースに持ち込
まないようにしましょう。

便器のふたを閉めてから流す
菌やウイルスを含む水が飛び散り、感染
のリスクがあるため、可能な限り洋式
トイレを設置しましょう。

トイレを清潔に保つ
保護具を着用し塩素系漂白剤や除菌
洗浄剤を使用して、便器や床、水栓レバー
などを清掃しましょう。悪臭を包み込む
消臭効果のあるものがおすすめです。

 　トイレの管理
目安は30分に1回
数分間程度
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